










研究目的

精神遅滞を有する小児のための養護学校に通学する学童にみられる障害の程度は種々であ

るが,学校側の受け入れ態勢の整備とともに,最近ではかなり重篤な障害をもつ通学児童が

増加している。とくに,てんかんを重複する場合には,教育指導のみならず安全対策にも特

別な配慮が求められるが,その対応には困難な問題が多い。

また,難治てんかんの診療に従事している医師には,養護学校に通学する学童の日常生活の

実際は意外に知られていない。

そこで,精神遅滞を有する小児のための養護学校に通学している難治てんかんをもつ学童

の実態を明らかにしたいと考えた。


